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議題（２） 「親子健康手帳の内容変更」について 

ア）経緯 

  平成２０年度第２回健康日本２１こまき計画推進会議において、委員より「子どもの朝食に

ついてもっと取り組んでほしい。それには学校における子どもたちへの働きかけも大切だ

が、親に対する啓発がさらに必要」との意見をいただいた。 

  そこで、栄養・食生活部会で検討し、「これから親になる人たちに対して、子どもに対する

意識が芽生える時期に朝食の大切さや食生活について伝えていく必要がある」との結果を

踏まえ、親子健康手帳の内容をより充実したものにする必要がある。 

イ）目的 

  朝食の大切さや食生活について、保護者に対する啓発を進めていくものとする。 

ウ）対象 

  親子健康手帳交付対象者 

エ）配布時期 

  来年度の親子健康手帳の内容より変更予定 

オ）配布方法 

  窓口で個別に配布 

    ・保健センターでの交付は個別に保健指導と面接相談を行いながら交付。 

    ・各支所での交付は、必要時に後日相談を行う。 

カ）内容 

  別紙１、２、３ 

時期 変更点 

妊娠期(別紙１) ・生体時計調整の方法として「朝食を食べること」の文章を追加。 

小学校(別紙２) ・この時期の保護者の役割に、「朝ごはんを食べて元気に送り出すこ

と」を追加。 

・脳のエネルギーになるブドウ糖は、主食に多く含まれていることを追

加し具体的に示す。 

中学校(別紙３) ・分かりやすく、大きく３つの項目に整理。 

・この時期が大人のからだをつくる大切な時期であることを伝える。 

・適正体重を維持できるように、自分のＢＭＩを知る内容を追加。 

・貧血は、スポーツをしている子どもだけではなく、この時期の子どもた

ちすべてに関わることとして、項目の３つ目に追加。そのため「スポー

ツ貧血」については省略。 

＜検討事項＞ 

・内容についてご意見をお願いいたします。 

 



 



 



 


